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「あきらめが悪い」

モノをつくりだす人は、

一度は人から言われているのでは。

答えは、簡単には見つからない。

諦めない姿勢こそ、最良のモノにつながる。
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実行委員長挨拶
ただいま紹介にあずかりました実行委員長の尾関です。

第 12 回建築コンクールを迎えることができまして審査員

の先生方、尽力いただいた支部長をはじめ建築士会の方々

感謝申し上げます。今回はコロナ禍にあって建築コンクー

ルをどうするかという議論を重ねてまいりまして、コンクー

ルの性格上、youtube で配信するのが最適ではないかとい

う判断をしました。8月に配信の準備を開始したわけです

が、その後テストを重ねて機材を整え、開催にいたりました。

今回審査を、お願いいたしました方 を々ご紹介します。

審査委員長、前田圭介さん、去年に引き続きまして田中

元子さん、そして今回新しく岩瀬貴己さん、という3 名の

方 を々審査員に迎えて始めさせていただきます。

建築コンコールは前段1時間ほどシンポジウムを行います。

3 名の審査員の方々による、ねっちこい建築を熱く語って

いただきます。後半、全国より募集しました 61作品を公

開で審査させていただき賞を決定いたします。

5時までを予定しております。皆様とくとご覧になってください。

支部長挨拶
みなさんこんにちは。愛知建築士会名古屋北支部支部長

の葛山と申します。

平素は建築士会の活動にご理解ご協力いただきまして誠

に有難うございます。今季は新型コロナウィルス感染症も

ありましてほとんどの行事が中止を余儀なくされておりま

すが、では今回で12 回目となる恒例の建築コンクールを

youtubeによるライブ配信ということで新しい試みで開催

することといたしました。ここに至るまでの間、尾関実行

委員長をはじめコンクール実行委員会のスタッフがたくさ

んの議論を重ね延期や中止も視野に入れて検討を行って

きました。そこで我々が出した答えは新型コロナウイルス

対策を徹底した上での開催でした。

一般の参加者はもちろんいらっしゃいません。無観客とす

ること、3 密を避けるための最小限のスタッフにて運営し

ております。またスタッフは開催 2 週間前から検温、体

調管理に気を付け今日まで体調を維持してきました。

さらには会場内の二酸化炭素濃度を計測するということ

で定期的に十分な換気行って会場内の消毒も徹底し、で

きる限りの準備を行ったと思っています。

今回で建築コンクールも12 回目を迎えることとなりました

が、これもひとえに旭化成建材様をはじめ多くの協賛企

業の方々のご支援があって成り立っているものです。特に

今回このような時期にもかかわらずご支援くださった皆様

に厚く御礼申し上げます。

またの今回の審査員になります前田先生、田中様、岩瀬

様におかれましては遠路はるばるお越しいただき誠にあり

がとうございます。

今日は前半のシンポジウム、後半の公開審査まで半日の

長丁場となりますが、談論風発、楽しい会となりますよう

期待しております。

長くなりましたが今回の建築コンクールの成功を祈念いた

しまして私の挨拶とさせていただきます。ありがとうござ

いました。

 

審査員
前田 圭介　建築家／株式会社 UID 代表取締役

故郷「広島県福山市」を拠点に国内外で様々な設計活動を行っている。
内部と外部の自然をインタラクティブに取り込む建築は国内外で評価され、代表作品に「ア
トリエ・ビスクドール」でARCASIA 建築賞ゴールドメダル (ASIA) 、第 24 回 JIA 新人賞、
日本建築学会作品選奨。2017年には「福山市本通・船町商店街アーケード改修プロジェク
ト -とおり町 Street garden-」でグッドデザイン賞 2017 金賞に輝いている。現在は、設計
活動と共に広島工業大学教授を務める。

©藤塚 光政

第 12 回 建築コンクール シンポジウム

2021年 1月30日（土）  加藤設計 1F ギャラリーmoku

田中 元子　建築コミュニケーター

株式会社グランドレベル 代表取締役社長／喫茶ランドリー オーナー
1975 年生まれ。独学で建築を学び、ライター・建築コミュニケーターとして、建築関係の
メディアづくりに約15 年従事。2016 年、“１階づくりはまちづくり”をモットーに株式会社
グランドレベルを設立。まち・建物の１階をより公共的にひらき、市民の能動性を高める日
常をつくることで、エリアの価値と市民の幸福度の向上を目指す。2018 年に墨田区に洗濯
機やミシン、アイロンなどを備えた “まちの家事室 ”付きの喫茶店「喫茶ランドリー」をオー
プン。年齢や職業に関わらず、多様な市民が集い、さまざまな活動に使われている。現在、
「喫茶ランドリー」のような場所をつくるプロジェクトを全国へ展開中。主な受賞に「2018グッ
ドデザイン特別賞グッドフォーカス［地域社会デザイン］賞」ほか。 

photo = Miki Chishaki

岩瀬 貴己　イベントオーガナイザー

1975 年生まれ。森、道、市場という野外イベントを主催、2011年から9 回開催する。
本当は 11回開催予定だったが台風と新型コロナウィルスの影響で 2回開催中止となる。
他にイベント業や建築業、飲食店を経営する。お酒をこよなく愛し、
毎日お酒を飲むが飲みすぎるためその日のことは大体覚えてない。よって毎日が新鮮。あと、
雨男かも。
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はじめに

前田 圭介さん

こんにちは。前田圭介です。昨年に続き審査員をさせて

頂く機会をいただきました。このコンクールはテーマがす

ごくユニークで今年は「ねちっこい建築」と題して、そのテー

マに沿った形で応募されている提案の中から、色 と々議

論をしていきたいなと思います。1日どうぞよろしくお願い

します。

田中 元子さん

こんにちは株式会社グランドレベル代表の田中と言いま

す。昨年に引き続き、今回も建築コンクールの審査員をさ

せていただき、ありがとうございます。このコンクールは

いつもの楽しみにしています。何かちょっと変わったテー

マで、「ねちっこい建築」ということなんですが、このコ

ンクールのもう一ついいところは実施かアイデアかというこ

とも問わないということです。今年は特にレベルの高い作

品が、ねちっこい感じのが集まっています。ぜひ楽しみに

ご覧いただければ幸いです。よろしくお願いします。

岩瀬 貴己さん

はじめまして。岩瀬貴己といいます。イベントなどやらせ

ていただいています。今回始めて参加させていただいて、

非常にレベルの高いものをいただいて、自分自身も25 年

以上建築に携わっているんですが、なかなかガチの作品

を見ることがないので、今日はちょっと専門的な部分は他

の先生方にお任せして、僕は違う視点で見ていけたらな

と思います。よろしくお願いします。

シンポジウム

パネラー 01  田中 元子 建築コミュニケーター

ねちっこいって、私はあまり使わないんですよね、言葉と

して。なのでちょっと調べ直したんです。しつこいこと、

あと物理的にネバネバしているとか、ちょっとネチネチと

陰湿のように、あんまりねちっこいって言葉にポジティブ

な側面はあまりとないんですよね。

あなたの建築しつこく粘り強くつくりましたねって言われる

のと、ねちっこくやりましたね、と言われるのではちょっと

言葉の印象が違うと思います。

そんな、一見なんていうのかな否定的な言葉であるねちっ

こさに対して、建築はまあ…。

ちょっとその話に入る前にですね今回の募集要項を読ん

でみてよいですか。

「あきらめが悪い」モノをつくりだす人は、

一度は人から言われているのでは。

答えは、簡単には見つからない。

諦めない姿勢こそ、最良のモノにつながる。

そんなプロセスや結果がネバネバと現れ

ている作品を募集します。

とあるんですが、ものづくりにおいてしつこく考えるという

のは結構当たり前なんですよね。なので私はプロセスのし

つこさ、ねちっこさプラス、ネバネバと、何かそのしつこさ

がちゃんと結果に結び付いているのか、モノに結びついて

いるのか、あるいはシステムとか空間とか使い方に結びつ

いているのかということを考えながら作品を拝見しました。

私はねちっこい建築を2 つに分けてみました。一つは物

理的システム型。これは最初からネチネチするつもりで

作った建築です。外観はどんどん変容していきます。それ

で計画通り進むもの。

もう一つは時間と結果型。結果的にねちっこくなっちゃった

という、ねちねちやるつもりなかったんだけどなっていうも

ので、外観は比較的完結しているんですが、その出来た

姿は計画想像しきれないということで、ちょっとこの言葉だ

けじゃわかりづらいと思うんでその例を見てもらいます。

例えばこれです。

これは中銀カプセルタワー・黒川紀章さんの名作ですが、

これ最初からネチネチするつもりで作ってるんですよね。

ネチネチ増えたり減ったり、付けたり取ったりしてこの建

築をいかに半永久的にネチネチネチネチ使い倒すかという

ことを考え、それが形になって現れているいい例だと思い

ます。

ネチネチさせるシステムから構築しているというところがこ

のメタボリズムの面白いところだと思います。メタボリズム

は総じてネチネチした建築、ねちっこい建築だと思うんで

すが、残念なことにこのカプセルタワーを含めメタボリズ

ムのが実際にメタボっている姿というのはほとんどないの

で、実はそんなにねちっこくない。

 次はアビタ67 です。モシェ・サフディさんという建築家

の学生時代、比較的若い時に作った作品なんですが、こ

れもまあ見ての通りカプセルタワーと同じでネチネチネチネ

チ増殖していくという、最初からそのつもりで作っていま

す。なので外観はどんどん増えていく、あるいは減ってい

く、ということで変わっていくという一連のメタボリズム系

をみていただいたんですが、一方で…。

 これが私は今回ねちっこい建築のことを考えるにあたっ

て、断然ねちっこいのがガウディさんの建築だと思いまし

た。ガウディさんの曲線からしてもねちっこいんですよね。

これカテナリー曲線で水が滴るとか鎖が弛むとか自然界

にあるねちっこさというものを表しているというか、そう

いった力学を使って作られているわけです。なので単純に

丈夫ということもありますけど、サグラダ・ファミリアはね

ちっこさ最高峰であると。これは異論なしだと思います。

外観はまあ完結してるっていうか、こんな風にできたらい

いなっていうのはまあ最初から計画されてはいるものの、

そのプロセスにあたっては単にガウディさんが粘り強く考

えただけじゃなくて、お金もこんなにかかるの、時間も

●中銀カプセルタワー／黒川紀章

●アビタ 67／モシエ・サフディ
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尾関 はいありがとうございます。岩瀬さん前田さん何かあ

りますか？

前田 メタボリズムは、ねちっこいなと思いました。ただ、

残念ながら今を生きる我々がそれをきちっと継承できて

いない気がします。中銀カプセルタワーであれば、カプセ

ルが入れ替わりながら新陳代謝していくと、本当にねちっ

こいが当てはまる建築だと改めて感じました。

田中 あの中銀カプセルタワーのカプセルの一つが取り外

されて、トラックに乗せられてその辺を車でブーって通っ

たりするのがこの作者の未来予想だったはずなんですけ

ども、あれを外したり付けたりするのはすごくお金がかか

るんですよね。なのでメタボリズムは半分机上の空論と分

かっていて作っているところも、もちろんあると思うんで

す。実際今回作品を拝見して、そういった視点のものも実

際ありました。ですのでけっこう興奮しました。だいぶテ

クノロジーが発達して、こういった物が机上の空論ではな

く、本当にできちゃうよっていう時代になっていると言え

ると私は思っているので、今からこのカプセルを取ったり

つけたりするのはちょっと無理かもしれないですけど、こ

れから作られるものの中にはメタボリズムの精神を実現で

きるものって、やっぱりあるんじゃないかなと思っていま

す。

尾関 岩瀬さんいかがですか？

岩瀬 結果的にねちっこくなってしまった、っていうことが、

やっぱり何かわかりやすいねちっこさなのかなという感じ

なのかなあと、ちょっと思いました。

田中 そうですよね。

あのガウディさんのサグラダファミリアを見せてください。

これもうネバネバ感すごくないですか？

こんなにかかるの、想像以上だし、結果的にねちっこくなっ

ちゃったよっていう、ねちっこさが計画しきれてないと思

うんです。

想像しきれてない、テクノロジーが発達してこんな作り方

が途中で介入するとかそういったことも多分想定しきれて

ないということで、かなり時間的な頼り方をしたねっちっ

こさだとも思います。なのでガウディさんのこのサクラダ・

ファミリアは物理的にもねちっこく時間的にもねちっこいと

いう総合的なねちっこさが表れているキングオブねちっこ

い、だという風に考えています。

ここまでの作品をご覧いただいてわかるとおり私は今回

冒頭にも話した通り、ねちっこく考えるのは当たり前。誰

でもねっちこいので、それがいかに使われているか、作

られ方、存在の仕方、そういったことが具体的に現れて

いるか、要するにねちっこいとは何かということを、この

応募要項以上に問い直してねっちっこさを哲学するとい

うか分析し直した作品に対して、何か引っかかるという

か、あっ！これっ！というものがあったので、結構今回の

応募作品は本当にレベルが高くて、迷いながらやってた

んですけど、自分の好きな作品かどうかとか優秀な建築

としていいなというのとは別の視点であくまでねっちこさ

にこだわって作品を拝見しています。

最後に僭越ながら私の喫茶ランドリーなんですが、今ま

でのがエライ建築なんで、偉くないやつを

持ってきたんですけど、うちの建築、私

が運営している喫茶ランドリーという喫茶

店の内装なんです。これ一見全然ねちっこ

くないんですが、これまで出してきた建築

物に対して、より人の使われ方のねっちこ

さというものを計画して作っています。誰

が手を出して、誰が飾り付けをして、誰が

どのように使ってもいいということで永続

的持続的にねちっこく人の日常に残り行く

ものというものを設定したつもりです。

そしてそのような使われ方が具体的に現れ

た写真がコチラでありまして、いろんな飾

りつけとかごちゃごちゃっとしたものがあ

るんですけど、私が想定したものというのはほとんどなく

て、いろんな人がこれは似合うんじゃないかとか、こうで

あったらよりかわいいんじゃないかということをお客さんと

かスタッフが手出しして全く私のコントロールしていない、

育ち方をしていると。想定しきれない型のねちっこさを持っ

ていると自負しています。

尾関 何か言い足りないこととか、ないですか？

メタボリズムのお話では形態的なねちっこさから入られた

ような感じがしたんですが。

田中 メタボリズムとかで大切なことというのは、もういつ

までもあり続けるぞっていうねちっこさをシステムあるいは

は具体的な設計に落とし込んでいるということで、当たり

前の話なんですけど、ガウディはちょっとこう見た目もネバ

ネバしてますけど、こちらは見た目全然ネバネバしてない

んですけど、その使われ方とか存在の仕方ということは相

当多岐にわたっていて、このカプセルタワーも外してお出か

けとかいいよね。みたいな。そういうの頑張ればできちゃ

うよみたいな。そういうことを提案している建築でありまし

て、そのそういうことまで計画しているということがメタポ

リズムの面白いところだと思います。

また、審査が終わった後にお話しする機会があると思う

んですけど、今回のねちっこい建築というテーマの中で応

募された作品を拝見していますと、すごいレベルの高い内

容だったんですが、中には、俺の建築のねちっこさをちょっ

と読解しておいてみたいな、なんて言うのかな、あの自

分でねちっこいってアピールしてよみたいなものもあって、

言い換えればどんな建築も言い様によっては、俺ねちっこ

いですよねっ、ていえちゃうんですよね。粘り強く考えま

したしとか全然言えちゃうので、「どうにでも言えちゃうか

ら、アピールする練習もしてみてねっ」と言う気持ちもあ

るし、もう一つは、ねちっこいとは何かということを考え

尽くした上で、ねちっこいといえるものかどうか、というこ

とが私の中では判断基準として大きかったです。

この建築コンクールのテーマ、めちゃくちゃ面白いですよね。

このねちっこいっていう言葉についてこんなに一生懸命に

考える機会もたぶん一生のうちでそんなに無かったはずで

す。しつこいとかそういう言葉で普段は片付くと思います。

どちらかというと否定的というか、ちょっとネガティブなイ

メージがある言葉だと思うんですよね。だから私の中では、

ねちっこい建築というものは、全方位的に好意的な建築

ではないんじゃないかっていう仮定もしていて、見ように

よっては良い事してんだけど見ようによってはどうなの？と

いう面も含まれていたり、誰から見てもいい子ですじゃな

くて、こいつ嫌な奴だけどやる時はとことんしつこいよな

みたいなちょっと偏りがあるとか、言い換えれば個性が

強いということも、ねちっこい建築という言葉に現れてて

欲しいなって思う期待感もあります。

●サグラダ・ファミリア／アントニオ・ガウディ

●喫茶ランドリー／グランドレベル
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岩瀬 そうですよ。これはまだできてないですよね。

田中 なので、こうした技術とか、この時の今ではでき

ないものがネチネチ残ってるって意味でもねちっこいし、

ちょっと金太郎飴のようにどこを切ってもねちっこいんで

すよ。この建築はドライなところが一つもない。

なので、ねちっこい建築という言葉から我々が学ばなきゃ

いけないのは、例えば透明感って建築の中で言った時に、

アクリルとかガラスみたいな透明なものを現しているわけ

じゃなくて、レイヤーにある物質がそうなっていたり、透

明な物体以上に透明な感覚をもたらすものっていう解釈

だと思うんですけど、

ねちっこい建築も物理的にネバネバしているわけではなく

て、我々は触ってネバネバしなくても、なんてネバっこい

建築なんだっていうことを感じることができる機能を持っ

た生き物なので、そういったところも今回の言葉にはすご

く学ぶというか、再確認するものがありました。

前田 ある種、作家の熱量がそのまま出るんでしょうね。

ガウディ自身が手掛けたオリジナルの部分は本当にね

ちっこいデザインになっていて、逆にガウディが亡くなって

以降現在に至るまで作っているところのデザインはあまり

ねちっこく感じない、あっさりしているようなところがあり

ますね。そういったところも対照的に現れているように感

じます。

田中 施工の速さとねちっこさは反比例するようなことがあ

るかもしれないですね。

ネチネチネチネチやるというのは読んで字のごとくだと思

います。そのような作品も実際今回入っていました。

パネラー 02  岩瀬 貴己 イベントオーガナイザー

自分は岡崎市という所に住んでいます。家康の生誕の地

で歴史的な建物が多かったり、お寺が多かったりするの

で、「岩瀬遠足」と言って、遊びに来てくれた知り合いの方々

を1時間～3時間かけて街を案内しています。普通に通っ

とったら分らんことも、いろんな有識者や歴史家の方々か

ら見聞きして、いろいろ発見があって、それがちょっとね

ちっこいなって思う部分があって、岡崎の街と建築を紹介

したいなと思っています。

［写真１-❷］これは松應寺と言って家康のお父さんを供

養しているお寺になります。写真右上の奥が、木造のアー

ケードになっているんですよ。その奥にお寺があるんです。

そのお寺の後ろに家康の父を供養して松の木を植えたと

いう歴史のあるお寺なんです。

写真 3 枚目。［４-❸］

松本町に松應寺があります。ここに家康のお父さんを供

養した松があるんです。［４-❷］左の日本画をちょっと。

これはかなり誇張されてますけど、本当に江戸時代から

残っていた絵で、あんな大きな松ではなかったと思うんで

すけども、一応岡崎空襲という空襲で焼けてしまったので、

今は植え替えて違う松が植わっています。地図の山門から

惣門までが今のお寺の参道なんです。脇の道とかは全然

細いんですけど、この参道はなんかここだけめちゃくちゃ

広いんですよ。それは何でかっていったら昔から参道だっ

たっていう名残があって広くなっています。

最初の写真に戻って。［１-❷］

この参道だったところはお寺の敷地だったんですよ昔は。

そのままいじらずにずっと参道のまま今現在も残っていま

す。これおかしなことに、こんなに広いのに一通（一方

通行）なんですよ。でそれも全部参道の名残で今もこう

いう風になっていると思います。

［１-❹］下の写真ちょっとアップしてもらってもいいです

か。これが入り口なんです。で左の写真お願いします。

［１-❸］これがお寺の方から参道を見た写真で、これが

木造のアーケードなんですけど

これは、愛知県で最も古い木造のアーケードで、ここは

愛知トリエンナーレで岡崎会場にもなっていたところです。

さらに言うと、このアーケードは独立型ではなくて、全部、

人の家の上に建っているんですよ。なんで残ってるのかっ

ていうと、［２-❶］

 

この一区画全部お寺の土地なん

ですよ。そこに住んでいる方が

いらっしゃるんですけど、昔そ

の空襲で焼けて、お寺の境内

に闇市ができたところで、その

名残で家が建ってるんですけど

も、ここはお寺の土地だから、

住職さんが貸してるんですね。

だからあんなに密集して今でも

残っているっていうような感じに

なっています。

［３-❸］

これは愛知県の総合庁舎なんですけれども、真ん中が渡

り廊下みたいになってますよね。なんであんな作りになっ

ているかと言うと、ここも参道なんですよ。愛知県が気を

使ってくれて、多分あんなような形にしてくれてると思うん

です。

［３-❹］右の写真をお願いします。これはその渡り廊下

の下を潜ったところなんですけど、左の石碑みたいなのが

あります。龍海院旧参道となっていて、右奥の方に緑の屋

根があるんですけどそれが龍海院って言う家康のおじい

ちゃんが作ったお寺なんですよ。ここも参道になっていて

建物が建たないようになっていて、電車もガードになって

●写真２

●松應寺参道 ［写真１］

❶

❶

❸

❷

❷

❹
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ないって言って。後で調べ直して瓦を見てもらって、鬼瓦

がちょっと違うんですよ。こっちの手前の瓦は確実に増築

してるだろうって。手前の屋根の形とかはありえないので、

絶対増築しているだろうっていう感じのものが見れたりし

ます。

こういうところから読み取れる歴史だとか、そういうもの

なんかも街歩きでみんなに紹介したりしています。

真ん中の写真（矢印の）［５-❷］

この矢印の足元に白い部分がありますね。それは横断歩

道なんです。

その右側の写真（細い路地の）［５-❸］

これは（先ほどの矢印の写真のところを横から見た写真で）

昔アーケードだったっていう所で、［５-❻］さらに右下の

写真が、昔アーケードが架かっていたころの写真です。こ

ういった路地の名残は資料を見ないとわからないです。

左の写真［５-❹］

空襲を受けてないところは、これも路地で土塀なんです

けど、ずっと古いまま残されています。もう再建築不可な

んです。これより奥に行くと。岡崎では、こういう路地が

いっぱいあって、空襲を受けた赤い地域（先ほどの地図）

の中でも、残っている部分があってこの奥は家康がちっ

ちゃい頃、弓の訓練をしたお寺で、家康が座ったりした石っ

ていうのもあるんです。まずわからないですが。ここのお

寺の住職さんも、もう住んでいないみたいで知ってる人も

少なくなっています。

の地図に合わせたもので、丸とか付いているところは、

戦前の建物を記録しています。これは、まちづくりのイン

ターンの方が作った地図なんですが、ちょっと拝借させて

もらったんですけども、結構地味な作業で、これもねちっ

こくて、今はもう建ってない部分もあるんですけども、こ

れを皆でまわったりする、岩瀬遠足とかもあるんです。面

白いのが、空襲にあったところと、あっていないところの

間に行くと路地が残っていたりするんです。

次の写真の左上の。［５-❶］

これは今は住んでなくて管理人さんがいるだけなんですけ

ど、築 90 年くらいなんですけども、路地を上がっていった

ところにあるんですけど、屋根がかなりねちっこい。とい

うか結果的にねちっこくなってしまったっていう感じなんで

す。持ち主にたまたま会うことがあってお話し聞いたんです

けど、一回も増築しないって言うんですよ…。絶対それは

いて気を使ってくれているんです。言われなければ気付か

ないと思うんですが。［３-❷］右上の写真が龍海院って

いうお寺で、［３-❶］左の写真がお寺から愛知県の総

合庁舎を見たところです。参道ということは昔はお寺の

敷地だったっていう名残が残っているっていう感じです。

で、なんとなくねちっこいかなって。

田中 落ちがドライ。

［２-❷］写真 2枚目いいですかね。その岡崎センタービル

の上、そこが岡崎の愛知県総合庁舎なんですが、その下

のほうが龍海院っていうお寺で真っすぐ通っているんです

よ。これも参道がねちっこく残っているって言う感じです。

じゃあ次。

［４-❶］この地図は赤い部分が岡崎空襲にあったところ

で、それ以外は空襲にあってないところで、それを現在

右の写真をお願いします。

［５-❺］

これは岡崎の図書館交流

プラザりぶらの横の川な

んですけど、そこに飛び

石があります（「岡崎市図

書館交流プラザ りぶら」

内部の「お堀通り」から

つながるアプローチ動

線）。地域説明会のような

ところで飛び石が欲しい

ということになり、通常

は、水面まで掘ればよい

ところを、税金をかけてわざわざあの深さまで余計に掘

り込むといういうねっちこさ。公共のものとしては非常に

珍しいらしいです。聞かれないと分からないねちっこさ

が随所に隠されている岡崎の街を街歩きしたり、いろい

ろ調べたりしています。名古屋もいろいろ深い歴史があっ

たりして面白いですけど、調べればこんな小ネタみたい

なのがたくさん出てくると思います。これは岩瀬遠足のほ

んの一部です。これの10 倍ぐらいの隠しネタがあるので

また岡崎に来る機会があったら是非案内させてください。

尾関 岩瀬さんのお話は、岡崎の街に由来する、住んでい

る人のねちっこさとかそういった捉え方でよろしいでしょ

うか。岩瀬さん自身がねちっこいといった感じでしょうか。

岩瀬 何かを発見すると、何故そうなってるのか、結局誰

かの意思でねちっこく残ってるんですよ。だから、あんな

横断歩道なんて消そうと思えば消せるしね。［５-❷］

尾関 鳥居の前で止まっていたり、参道の前で止まっちゃっ

てる街ってよくありますよね。それが岡崎の街中には脈々

と形跡が残っている。そういうことですね。

岩瀬 お寺のネタもたくさんありますし。

尾関 街の中のアイコンというか都市計画も含めてなんで

すけど、ねちっこい要素っていうのを抽出されているとい

うことですね。

岩瀬 家康がいたので歴史が残ってる。歴史的な資産とし

て、街の価値として残っているのですが、やっぱり今の
●岡崎空襲／松應寺 ［写真 4］

●岡崎路地／街並み ［写真 5］

●龍海院参道 ［写真３］

❶

❶

❶

❸

❸

❸

❷

❷

❷

❹
❹ ❺ ❻
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若い子達って分からなくて、見落としがちなんです。それ

を一緒に歩くことによって伝えてくれたりとか、岩瀬散歩

してみんなに紹介したりして遊んでるんです。ねちっこい

部分が街の各所に散らばってるので、先ほどの空襲を受

けたところの赤い地図で、［４-❶］この丸の数なんてもう

数えられるほどなんですけど、結局戦前の建物って空襲

にあってこれだけしか残ってないんですよ岡崎は。これを

調べてくれた子が一緒に調べてくれたと思うんですけど、

本当にねちっこく残っている物でも、やっぱり誰かの手に

よって壊されたりする方のが圧倒的に多いので、僕はどっ

ちかっていうと保存していきたいなと思います。んでまぁ

そういうことをみんなに伝えて良くなっていければなと思

います。

尾関 前田さんいかがですか。

前田 岩瀬さんは岡崎生まれで岡崎育ちですよね。私も福

山市（広島県）が大好きで（前田氏は福山生まれ福山育ち）、

福山市と岡崎市は姉妹都市なんですよ。岩瀬さんが熱く

語っている姿に岩瀬さんのねちっこさが出ていました。お

聞きしていると、福山市もそうなんですが、歴史がある街

の小さな痕跡には色々な意味がある（先ほどの横断歩道

とか）一方、その歴史を紐解いたり伝えたりするねちっこ

い人がいないと街の文化は残せていけないんだろうなと聞

いていて思いました。

日常の中で当たり前過ぎて見落としがちな場所を実際に

歩いて、見て聞いて感じる岩瀬遠足。すごくいいなと思い

ました。

尾関 前田さんの「福山本通・船町アーケー

ド改修プロジェクト」も存続していこうとい

うのは、ある意味でねちっこいということで

すかね。

前田 そうですね。ねちっこい人たちが住み

続けている城下町だったところなので。

岩瀬 そういう人がいないと残らないですね。

壊すのは簡単なんで。岡崎市の場合、再建

築不可っていう問題が、路地裏が残ってい

る大きな理由としてあると思うんですが、ま

あそれとは違った問題で、残していけれる

ものがあれば残っていったほうがいいのかなと思います。

あとは古い資料も集めてとっておいたほうが、なにかと良

いのかなと思いますね。

尾関 田中さんはいかがですか。1階作りの視点というか、

人の集まる場を創造して

生み出していく立場として。

田中 喫茶ランドリーがある場所はそんなに下町じゃない

ですが、マンションの背中ばっかりに囲まれてどうしようも

ないところです。人通りもあんまりなくて。喫茶ランドリー

の周辺も実は史跡が多く、歴史が残っているんです。でも、

史跡と、今日岩瀬さんがご紹介くださった日常のなかに

歴史のかけらが残ってるって言うことは全然違うと思うん

です。なのでこういう街並み…というよりも岩瀬さんの姿

勢にねちっこさが。日常の中に歴史のかけだったり、いわ

くとかいわれとか、ストーリーを見つける行為自体もねちっ

こい。それを遠足という形で人に伝えていくとしたら、そ

の人たちがまたそれを知って深堀して人に伝えてっていう

時間軸的なねちっこさが発生してるわけですよね。だから

本当に岩瀬遠足のねっちこいぶりのメタ構造ですね。

岩瀬 4 時間コースもありますからね。

田中 発見するとか人に伝えるということがいかにねちっこ

いことなのかということを、今のプレゼンですごくなる考

えさせられました。

パネラー 03  前田 圭介 建築家

今回ねちっこい建築ということで田中さんの物理的システ

ム型と時間と結果型という分類が面白いなと思ってお聞き

していました。

ねちっこいとは時間に比例するのかなと思うと、先ほどの

ガウディのサグラダ・ファミリアは代表的なねちっこい建

築の姿です。建築をつくる上で施主の要望やコストを踏ま

えた上で建築家が描いた理想に近づけようとすればする

ほど予算と乖離していきがちですが、それらを着地させる

ために乗り越えようとする熱量を感じられるものがねちっ

こい建築なのかと。

また、設計者の手から離れた状態の中で先ほど岩瀬さん

の話にもあった歴史を大事にして、伝え、強い意志を持っ

て何かを残そうとする人もまた時間をつなぐねちっこさで

あると思います。

今回、手掛けたねちっこい建築プロジェクトの写真を5

枚持ってきました。

それぞれの場所もクライアントも当然違うので似て非なる

ねちっこさがあります。では、紹介していきます。

［写真①］これは設計事務所を立ち上げて間もない20 代

後半から30 代前半に渡りねちっこく手掛けたホロコース

ト記念館という平和教育施設です。なぜ福山市に建って

いるかというと運営している聖イエス会という宗教法人の

発祥の地が福山だったからです。そしてなぜホロコースト

の教育施設かと言えば、資料館の館長が約 50 年前にイ

スラエルを訪れた時に偶然アンネ・フランクの父、オットー

氏との出会いにありました。そして交流が始まり1995 年

にホロコースト記念館として開館し10 年を経て資料が増

え手狭になったことで新館の計画が上がり偶然、ある新

聞に掲載されていた私のグッドデザイン賞受賞記事を見て

声が掛かりました。

当時は仕事がほぼ無い代わりに時間がたくさんあったの

でホロコーストについて学び直し建築のコンセプトや必要

諸室、全体コストなど記念館の方 と々対話しながら時間を

掛けて概要を取りまとめていきました。そして設計案を提

示しながら理解いただきながら進めている矢先、突然ホ

ロコースト新記念館の建築設計コンペとなることを伺いま

した。私からするとなぜ今更？と思う反面当時 20 代後半

の実績の少ない若者に特命で依頼して頂ける事に不思議

さも持っていたので現実を知る複雑な気持ちでコンペを取

りたい一心で取り組みました。

コンペのプレゼンが終わり結果待ちの期間中に館長が

ホロコーストで生還したユダヤ人の方と交流をするために

ニューヨーク・ワシントン

へいく話を耳にしました。

コンペ結果がどうなるか

分からない状況下では

あったものの、自分なり

にホロコーストのことや第

二次世界大戦のことを学

んだこともあり、生還者

の方々の生の声を聞いて

みたいと思い無理を言っ

て同行させていただきま

●写真①
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した。直接話しを聞く事によって更に新記念館の設計に

携わりたい思いが強くなり日本に帰ってきました。そういっ

た熱意が伝わったかは分かりませんが若輩者の私に設計

者として白羽の矢が立ちました。

そんな思い入れのあるプロジェクトでした。この写真は工

事中に現場の監督や職人さん、施主の方々が集まった時

のものです。私は地元で現場監督を5 年やっていたので

当時携わっていた建設現場で出会った、ねっちこく良い仕

事をする職人さんたちが、たまたまこの現場にも多く入っ

ていて私にとって記念の1枚ということです。

次の写真［写真②］です。

この建築は私の設計事務所が手掛けて入らせて頂いてい

るテナントビルです。1階に入っている歯科医院の院長が

私の中学時代の同級生で、地元に戻って開業するので内

装の設計をやってほしいと相談がありました。もともとは

1階が歯科医院、2階にエステと学習塾という設定で地元

工務店による設計施工で図面は出来ていました。

その図面を見て、このプランで内装を設計しても流行らん

よと言い、オーナーに会わせてもらって一から設計をやり

直した方がいいよと伝えました。オーナーは計画地の隣に

住んでおり、この話を聞かれると怒られますけど、非常に

建築に興味がない人で、事業収支があえばいいという観

点しかない。真当な考えであり、そういう人は世の中にた

くさんいますよね。私自身、福山を良くしたいと思うんです

けど、ほとんどの人はこのような考えで建物をつくっていく

ので退屈な都市の風景になると思っています。よって豊か

な街並みをつくるのであれば、こういったオーナーと建築

の豊かさや文化を共有できないと街は変わらないと思い、

オーナーを説得・共感してもらうことを大きなテーマに掲

げました。とにかくオーナーは安価に建てて収益がいくら

入るかというお金にしか興味がなく常に電卓をたたく（笑）

最初は予算が合えばいいよ、という話でもなかったので、

毎晩通い詰めてようやく最後は予算が合えばいいよと。た

だ、設計施工で請けていたゼネコンの専務からすると非常

に面倒くさい設計者が横から入ってきたみたいな顔をされ

ながらも、設計をひっくり

返して現在のテナントビル

を設計しました。実施設計

中にテナントの学習塾が撤

退したので、オーナーから

前田さんに入ってほしいと

いうことで、（右の写真）10

年縛りの家賃が支払えるか

不安でしたが現在もここを

拠点にして活動させていた

だいています。テナントのビ

ルとしての付加価値を上げ

るためにコンビニのような大

きな看板を止めましょう！とか前面道路側に向けてチラシ

を貼るのを禁じ手にしたり、サイン計画もささやかにしたり

トータル的に提案してオーナーと協議していきました。植

栽はオーナー自身興味がないので費用は出してくれません

でしたが、歯科医院の院長が植えてテナント間で1週間

毎に回覧板を回し、水やりや植栽の状況をメモしたりして

皆で清掃含めて管理しています。このようなテナント同士

で育てていく仕組みをつくり、皆で緑の環境を享受してい

ます。竣工した際にオーナーが出来上がった空間を体験し

「素敵じゃな！」「枯らさないように育てようや！」と言われ

たことが印象的でした。費用は出してませんが…（笑）し

かし、これが建築の力だと感じる瞬間でした。現在では

オーナー自ら積み立ての提案をされたり竣工してから11年

目を迎えますがメンテナンスをして頂きながら年々熟成す

る建築となってきています。

次は 3 枚目の写真［写真③］です。

これは福山市に鞆の浦という港町があるんですけど、そこ

に建築家の藤井厚二の兄の別荘が大正時代に建てられて

いました。藤井厚二は福山市出身で京都大山崎に聴竹居

という有名な自邸がありますが、右下の写真に写っている

サンルームの姿を見て分かる人もいるかも知れませんが、

聴竹居と瓜二つなんですね。つまり、藤井厚二が手掛け

た住宅が福山市に現存していたことに驚きました。2009

年この場所が売りにでていたところを福山出身で東京在

住の方が購入し設計の相談が回ってきました。しかし、

建物は 2/3 が崩れており活かすには並大抵の努力では難

しい。というのも、この場所に車ではたどり着けないの

で建設コストは当然高くつくことと、建物はほぼ壊れてい

ると言っていいほど朽ちている状況でした。施主は別荘と

して使いたいけどこんな崩れてた建物には価値がなく、景

色に価値があるということで購入したのですが、藤井厚

二が手掛けたものを私が易 と々壊すわけには当然いきま

せん。これまたねちっこくやろうじゃないかということを考

え3 年間設計し続け、工事に1年ほどかけ4 年の歳月を

費やしました。

大学関係者の先生方はもう残せないから実測して記録と

して残すしかない状況でした。しかし私としては何が何

でも残したいという思いで、先ずは現場監督をやってい

た時の凄腕の職人さん含めて色々な人に見てもらいなが

ら、何とか残せる方法を探っていきました。こういった

プロジェクトはビジネスとして考えると反比例していくん

ですけど、やっぱり残したい

想いが勝ってやってしまう…

（笑）詳細は割愛させていた

だき、最終的には地元工務

店の社長が「この住宅を残せ

なかったら福山の文化はつく

れない！」とまで言っていた

だき、私の信頼できる職人さ

んたちも傘下に入っていただ

き、素晴らしいプロジェクト

チームが結成できました。結

果として、既存の形態は敷石

から見出し、残存している建物から往年のプロポーショ

ンを維持し、再利用できる古瓦や土壁は再度濾して漆喰

壁として使用しました。既存の材料を活かしながら、途

方に暮れるような状況をひとつづつ丁寧に読み取りなが

ら新旧交えた空間を創出していきました。工事の終盤、

草に覆われている庭を調査している中で滝の形跡を発見

した時に、この住まいは水の音を聴きながら瀬戸内海

の景色を眺め過ごしていたことに気付きました。ただし、

もう予算も枯渇しており庭を復元する手立てがない中、

考えたのは大学の授業で体験することのない機会をつく

ろうと。植物の費用を施主に捻出していただき、プロの

造園家の指導のもと学生達と一緒にワークショップ形式

で行うことを決めました。募集を掛けると全国から20 名

の男女が集まってくれて、台風直撃の壮絶な1 週間でし

たが泊まり込みで皆で庭をつくりました。その時の写真

です。竣工後、施主からこれだけ景色のいい場所と建

築を自分だけが占有するのが惜しいという考えから、住

宅の名称をとった後山山荘倶楽部を立ち上げ想いに賛同

して頂けるボランティアの方 と々一緒に毎月第 2日曜日予

約制で見学者の案内をしています。

振り返ると個人宅の設計からスタートし、最終的には文

化事業に発展したプロジェクトです。特殊ではあります

が、実は住宅を社会的な資産に変える、普遍的な方法

を提案することになったねちっこい活動を現在も継続し

ています。

次の写真［写真④］です。

●写真②

●写真③
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地元にある商店街のプロジェクトです。先ほど尾関さんが

仰っていた福山市にある400 年前の城下町の頃から現在

に至るまで商人が集まって暮らしていた商店街です。福

山は終戦 1週間前に戦災を受け中心部はほぼ壊滅したな

か、焼け野原から再びこの場所で商店主たちがお店を構

え営んできた歴史があります。しかし時代と共に人は郊外

に流れ、車社会と相まって中心部の商店が廃れシャッター

街化しつつある2011年に商店街組合の理事から相談があ

りました。通りを維持していく商店街組合を解散するか存

続できるかを前提に、アーケード天蓋の劣化と毎年のメン

テ費用、空き店舗率の加速、車道優先の状況や、電線地

中埋設が出来ないなど様々な問題を抱えていました。背

景には 2016 年に福山市政 100 周年を迎えるにあたり福

山市行政からこの2つの商店街は中心市街地活性化事業

から外されており高齢化した現在の商店街の未来を考えて

のことでした。もちろん私たちはポジティブに捉え「歩く

喜びが感じられる通りに出来なければ福山の未来はない」

と考え5 年の歳月と多くの方々を巻き込みながらねちっこ

く皆でつくったプロジェクトです。詳細を話せば何時間で

もしゃべれるので割愛させていただきますが、幅員８ｍ全

長 440 ｍのアーケードの再創造に向けて、二つの商店街

組合と福山市、消防、警察、100 名の商店主たちなどなど、

多くの関係者と100回以上の協議を繰り返し合意形成をと

りながら進めていきました。写真は商店主たちとの話し合

いのひとこまです。みんな個性的で意見をいうのが好きな

おじさんたちが集まり最初は議論百出、自己主張のオンパ

レードですが、見てのとおり若い世代はものも申せず、と

ても盛り上がらない絶望的な対話を繰り返しながらも、こ

れからの世代に向けた時間

を考え未来に向けた微か

な希望を一緒に見出してい

きました。

最終的に商店主たちの熱

量が福山市長へ伝わり、

中心市街地活性化事業に

認めていただき上屋は商店

街組合事業として、路盤工

事は福山市の事業として動

いていきました。写真のように既存アーケードの天蓋を撤

去し、既存の柱を補強しながら、電柱を見えにくくするレー

スのような3㎜のステンレスワイヤーを7000 本かけ渡し、

グランドレベルでは繊細な樹形の植栽を行政に植えても

らい商店主たちが育てる仕組みをつくりました。また、通

過交通の車優先問題は警察署と協議して社会実験を行い

ながら時間帯及び一方通行などを取り入れ歩行者優先の

ストリートに整備しました。完成してからが始まりであるプ

ロジェクトなので不安もありましたが、商店主たちの熱量

と環境の変化によって空き店舗も減り、マルシェなど年間

様 な々イベントを行うなど活気が順調に継続されています。

ハードを整備すれば何かが変わるという幻想を抱かず、ひ

とりひとりの街を想う気持ちと行動が持続可能な状況や仕

組みを生み出せることを証明できたのではないかと思う街

づくりプロジェクトでした。一朝一夕では生まれない、人

と人との関わりの中に次代へつなげていくバトンがあると

信じたねちっこい福山市アーケード改修プロジェクト -と

おり町street garden- でした。

次は最後［写真⑤］ですね。

福山市内にある私の事務所から歩いて 5 分のところに位

置するこども園です。写真でちょっと分かりづらいと思い

ますが左下に点在しているのが園舎です。40 年前に開園

してから昭和・平成・令和と年代ごとに少しずつ増改築を

積み重ねてきています。10 年前にうちの子が通っていた

ご縁から、2012 年に写真左下の 0 歳児棟を設計し、昨

年は写真右下の 4歳 5歳児棟のダイニングホールを設計

させていただきました。何がねちっこいかというと、昨今、

既存の園舎を解体して新しい園舎をつくるケースが多い

と思うんですね。解体するということは時間をリセットす

ると同時に、園で過ごしたこども達やこの風景を見慣れて

きた人たちの記憶をも想像の世界にしてしまうことだと思

います。そうではなくて、40 年前から脈 と々つながる時間

軸の中で作る園舎の姿もいいんじゃないかという考え方を

園長先生と話をしながら、画一的な新しさはないけれど

小さな街のような心地よさがここにはあると思い場所と時

間を読み取りました。これから先の未来もまた違う建築

家が、そのような想いを読み取ってさらに育んでいける、

そんな姿をねちっこく描きながら携わっているプロジェクト

を選びました。

田中 前田さんもなかなかのねちっこさですね。岩瀬さん

前田さんとお話を伺って、しみじみ分かったことがあって、

ねちっこさ＝命。それは間違いないと思います。ものの命

をが吹き込んだり伝えて行ったり、諦めるか諦めないかっ

ていうのも、そのプロジェクトが途絶えるか継続するかと

いう意味では命だし、意思を持った命なんですよね。ど

うしていこうかなっていう意思を持った命だっていうこと

に、今すごい感銘を受けています。せっかくなのでコロ

ナの話をしますけど、命さえあればいいや的なことがある

じゃないですか。緊急事態宣

言して人と会わなくても命さえ

あればいいっていう在り方とい

うのは疑問を持っていて、ど

う生きていきたいか、命にク

オリティー・質があると思って

るので、このねちっこい命って

いうのは、ただプロジェクトが

継続するんじゃなくて、何のた

めにやるのかとか、どういう方

向に進むのかとかっていう強い意志を持った命が、ねちっ

こさになっているんだなと思いました。

前田 意思を持った命というのは重要ですね。なんとなくっ

ていうのがいま多い気がしますよね。関心ごとも低く…

田中 そうですよね。後山山荘なんて、完全にめんどくさ

いやつじゃないですか。お金になるかと言ったら、完全に

プライスレスな価値の物じゃないですか。合理的にやろう

とか、このプロジェクトが何のためどういう方向にという

ことをカットして、とにかく早く安く合理的に仕上げようっ

てなったらいくらでもできると思うんですけど。そうじゃな

い命を持ってしまったプロジェクトというのはすごくねちっ

こいですよね。ここまでさせる藤井厚二という存在がまた

ねちっこいですよね。

前田 すごいねちっこい人だったんだろうとつくづく感じます

ね。例えば聴竹居の建具などに使われているマイナスネジ

の彫り込みが丁寧に水平になる位置で留められていたり…

田中 恐。

前田 ここで感じたのは、藤井厚二は亡くなりこの住宅の

図面もなく、在るのは辛うじて面影が残る建築のみ。そ

れを現代に生きる建築家が改めて藤井厚二を捉えなお

し、いい意味で誤読も含みながら読み解いていくことは

●写真④ ●写真⑤
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ですが、見た人によって命が吹き込

まれていくんですよ。命が吹き込ま

れたものが残るんであって、高いも

のとかそう言った物ではなくて、ど

んなに大量生産で陳腐なものであっ

ても、面白さとかを見つけちゃって

命をふきこんじゃった以上、残って

いくんだと思います。

前田 本当にそうですね。命あるものを次にどう伝えるか

ということが大切ですね。建築でいえば、建てた当事者

や関係者はお金と労力を含めて、犠牲というか熱量をか

けてやっているから当然大事にしようという意識が働くけ

ど、先ほどの商店街もそうですが世代が変わっていく中

で徐々に当事者意識が薄らいでいくじゃないですか。生

まれた時から当たり前に存在しているからしょうがないこ

とではありますが、苦労したんだよという話をいかに伝え

ていくかも重要な事ですし、それ以上にモノに対して後

世へ向けた命を吹き込んでおくことが大切ですね。

田中 粘着質の着も、愛着の着も「着」っていう字があるじゃ

ないですか。だからやっぱり物とかストーリーに何か着か

ないと残っていかないですよね。

岩瀬 物語がないと続かないですよね。ストーリーがない

と…。

尾関 社会的には、衣料もそうですけど建物も早く安く大

量にという世界がありますが、かたや、本当にニッチなの

か本当にこだわって熱量がかかったものが生み出されて

いる両極な気がするんですよ。簡単に早く安くという片方

のパイはすごく大きくて、ただ、すごくニッチなところでご

紹介していただいたような物が歴史で見れば残っていた

り、そういうものはどう捉えたらいいのかなと。

田中 大量生産で合理的なものに経済性とか時間みたい

なものが含まれるのは 20 世紀型だと思うんですよ。若い

子はストーリーそのものを愛でていたり、安いとか時間が

かかるとかちょっと不便とかじゃなくても、大量生産じゃ

なくて自分だけのものが欲しいとかっていう価値観に対し

てすごく変わってきている、変化している気がするんです。

でも最近シェアオフィスとかシェアハウスとかあるじゃない

ですか所有欲がすごく薄まっていると、車も持たなくなっ

てるし。

私はその傾向に対しては、所謂、愛着とか漂着の字がな

いのでちょっとドライにも感じています。そこで発するコ

ミュニティに着陸というか着しているのかもしれないです

けど、形がないものへの愛は強くなっているんですけど、

形への愛というのはどこに行くのかなっていうふうには

思っています。モノよりコトとか言われすぎたのかとか思っ

ています。逆にモノがあるからコトが始まるということも多

いわけで、そういう意味ではコトの時代だとか言われすぎ

るのすごく抵抗があって、物欲がないのが絶対に良いこ

ととは限らなくて、これがあるから人生はたまんないみた

いなのもあるんじゃないかなと思います。そういう意味で

は愛着を呼びを起こす物質というかあの建築とか構築物

を作ったというのは、60 年代 70 年代の人たちのモダニズ

ムとか言ってガンガンにやってた時代の執念みたいなもの

を感じるものはありますよね。

前田 モノとコトの両方で初めて環境って成り立つと思いま

す。例えば古い商店街でもイベントをすると人は集まりま

す。ただし、そうでない日常に戻った時にモノの魅力が

薄れているので人はあまり寄ってこない。つまり、モノの

魅力があって初めてコトがより心地いい環境を生み出した

り、ハレの日ではない日常を含めて人が何気なく引き寄せ

られる力が発生するのではと感じます。

田中 モノにスイッチ入れてもらうみたいなところもすごく

あると思います。結局ねちっこいとまで人に言わしめるっ

ていうのは、何か超えようとしている姿勢ですよね。藤井

厚二の建物も、命としてほぼ尽きていたはずなのに、超

人的寿命を与えられてしまって物理的限界を越えようとし

たプロジェクトだと思います。街にストーリーがあったり

建築のプロセスにストーリーがあったりするということも、

ねちっこくなければ淡 と々こなすで済んだことを何でそん

なにやるのっていう意味とか超えたものがやっぱねちっこ

さじゃないかなと思います。人の愛着ってちょっと常識超

えてたりするじゃないですか。なんでそんなに車のホイー

ル愛してるのみたいなのあるじゃないですか。やっぱりね

ちっこさというのはなんかなんか超えてる表現ですよね。

そうじゃなくちゃ、ややもするとダークな言葉は使わない

と思うんですよ。

尾関 誰しも持っている感情というか、どの人もそういった

要素を持っているんですよね。現れ方は違うしても。

田中 ややもすれば執着だし、ややもすればtoo muchか

もしれないけど、too muchとか、執着とか、ねちっこいっ、

ていうのが悪いことだけじゃなくて、それによって人が何

かを伝えたり、何かを探し出したりするんで、その分、何

かの命がまたつながっていったりっていうこともあったし、

今日のシンポジウムではねちっこいの深さにちょっとびっく

りしました。最初このお題を聞いた時、ねちっこい建築と

か言い出したの誰だとか思ってました。（笑）

前田 会話の中ですごい深まりますね。

田中 ねちっこい建築っていうテーマができたプロセスみ

たいなものちょっと伺ってもいいですか。

前田 ねちっこいっていう言葉は愛知県ではよく使うんですか。

浅井 ねちっこいっていう言葉は愛知県の表現かどうかわ

からないですが、僕がはじめ前田さんにねちっこいって通

じますか？って聞いたんですよ。

前田 はい聞かれました。

浅井 これは、はじめ僕が提案したと思うんですけど、多

くの建築家と出会ってくると単純にねちっこさというのを

ずっと感じていたんです。その中で前田さんと出会った

のは鞆の浦のプロジェクト「後山山荘@−鞆の浦−」で

LIXILのデザインコンテストの会場で初めてお会いさせて

もらったんですけど、あのプレゼンを聞いているときに本

当にこの人はねちっこいなと思っていて、だからねちっこ

い建築というのはどうでしょうという話をさせていただい

たんです。そんないきさつです。

尾関 前田さんに投げたテーマだったんですね。

浅井 今日のお三方のプレゼンを見ていると本当にねちっ

こいなというのはよくわかりました。プレゼンテーション

で今まであれだけスライドを拡大縮小させた方も今までい

なかったですね。（岩瀬さん（笑））

田中 ねちっこいですね。

浅井 建築コンクールで５枚のスライドは以前の審査員の

古谷さん（古谷誠章氏）などもたくさんスライドを出して

くださったけど、あれだけスライドを拡大縮小しながらプ

レゼンをされた方は初めてですね。

岩瀬 ５枚しかダメって言われたので。

時間も掛かりましたが、それ以上に藤井厚二との時空を

超えた対話が掛け替えのない充実感をもたらしました。

歴史あるものを受け継ぐというのは、今を生きる私たちが

過去を振り返り、現在をどう解釈するかということだと思

います。そして次代にどう翻訳してもらえるかを託すこと

が重要だと思いました。

田中 藤井厚二の仕事ぶりを読み解いたり、岩瀬さんの話

で街を読み解いたり、という知的好奇心みたいなものも

相当ねちっこさの源ですよね。

前田 そうですね。

田中 知らなければそのものにも命を吹き込まれない。知っ

てしまった以上、何か残さないといけない、という使命

が芽生えちゃいますね。ねちっこい建築の審査にねちっ

こいトークがすごいですね。

尾関 全員本人が一番ねちっこいですね。びっくりしました。

岩瀬 建築家の方って結局ねちっこいですよね。

前田 もうここにいる皆さんねちっこいですから。

尾関 歴史的に残っていくねちっこさというのは、どういう

ものが残っていくんですかね。岩瀬さんどうですか？岡崎

の街を見ていてなんで残っていくんですか？

岩瀬 気持じゃないですかね。持ち主の気持ちだとか、人

が係わってないと残っていかないですよ。

尾関 そういう気持ちが芽生えるためには建物はどうある

べきなのか、建物に何を感じるんですかね。どうすれば

残っていくんですかね。建てた人の熱量とか。

岩瀬 それもあるでしょうね。まあ意味はあるんですよね。

ただ古いだけの建物じゃないものが残っていくと思うんで

すよね。

田中 物そのものには、命がないですよね。マイナスのネ

ジ一個一個には。ただ、そのネジが水平に全部揃ってる

となった時に命が感じられる。無機質な物に命はないん
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最優秀賞	 Rural House 

	 葛島 隆之

市街化調整区域内の建築には制限がかかる。“ しょうがないよね ” と諦めることもできるが、諦めずに
デザインにまで昇華させ建築として完結させた取り組みは非常にねちっこい。

尾関 最初は岩

瀬さんは動画

でやりたいん

だけどって言

われて。

岩瀬 動画だと

何枚か関係な

いじゃないで

すか。

尾関 それで好きなところで止めさせてくれと。

浅井 だんだんだんだん引き寄せられていきました。みんな

粘っこいなと思いましたね。すみません。そんないきさつです。

尾関 今日3人の審査員の方々の話を聞くと、時間軸的な所が

やっぱり大きいですね。視覚的なこともあるでしょうけど、やっ

ぱり一番ねちっこいっていうふうに言われて連想できるものっ

て言うと時間的にかけたものが多かったのかなと思いますね。

岩瀬 やっぱり時間はかかっちゃいますよね。ねちっこく作ろ

うとすると。

田中 しかもただ時間をかけたんではなくて何のために時間

かけてるのかっていう所に、ねばりが感じられますよね。

尾関 前田さんの後山山荘なんかも、とりかかって前田さん

が突っ走っていってたらもう今更やめろなんて言えないです

よね。クライアントからしてみたら。

前田 後山山荘の施主は、定年退職されて生まれ故郷に時々

帰ってこれる家が欲しかったんですね。設計を開始して 2

年半ぐらい経ち、ある程度設計がまとまりつつあるときに

突然施主から電話がかかってきて、定年退職後に自身の会

社を最近立ち上げたから、優先順位が低くなったと…え？

マジですか…となって、今更それはないだろうと思い、明日

行きますと伝え、次の日東京に行って何が何でもやりましょ

うと直談判してきました。そしたら施主から使わない時が

多いので不在の時に建物を利用できるを提案してほしいと。

それがきっかけで後山山荘俱楽部に繋がる提案として、見

学会ができるとか、お茶ができるとか、ギャラリーとして利

用するなど、本当に思いつくものをいっぱい並べ、じゃあやっ

てみようかというヒヤヒヤする話がありました。

田中 冒頭にも話したかもしれないですけど、ねちっこさっ

て誰にとってもいいことじゃないんですよ。たぶん。歴史が

日常に見つけられますよねみたいなことも、ある側面から見

れば邪魔だったりするんですよ。防災の基準とかで、避難

通路を確保したりするので結構フラットにしたりするじゃな

いですか。だから街にいろんなものがあるって豊かに聞こ

えつつ、ある側面からは邪魔っていうのはあると思うんです

けど、この後山山荘の話も、そのお施主さんは、情熱の炎

が一旦途切れかけて、これは前田さんがねちっこくなかった

ら、その炎がもう一度灯るっていうことがなかったかもしれ

ないですよね。ねちっこさ自体が命っていうのがあって、ね

ちっこさによって生き延びさせるとか語り継がれるとかある

し、いろんな人が振り回されるし、面白いですね。

今回の審査に集められた作品を見ても、私が好きかどうかとか、

確かにいいことしてる作品だなということ以上に、意味を超え

ているというか、何で？みたいな、ちょっと何かを度外視してで

もやりとげるぞみたいな、ある種のねちっこさみたいなものを

持ったものっていうのは、やっぱりあってたなと思いました。

尾関 オタク性みたいなものですか。

田中 そうですねオタク性に近いかもしれないですね。やっ

ぱり誰にでもあると思うんですよね。何かに対しては譲れな

いとか、しつこいみたいなのって。だから誰にとっても常識

的に考えたらこれは生きながらえさせるべきですよねではな

くて、みんなはクズだと思ったかもしれないけど私には宝物

だからみたいな、引き下がらない感じがただのしつこさじゃ

なくてねちっこいと。

尾関 最近よく言われる多様性かもしれないですねこれも。

田中 誰にとっても良いことじゃなくて、私はこういうことが

譲れないようなものがそれぞれあるっていうのは本当に多

様性だと思います。

前田 一方ではすごく頑固なんだと思うんです。曲げない。と

いうもう出来上がったものを想像して、それが原動力になって、

迷うことなくこれを作ったらいいだろうというような、迷わない

その人なりの軸があるからできるんだろうと思うんです。

田中 本当に矛盾した言い方ですけど、頑ななしなやかさと

いうことを、ねちっこさを通して感じました。

尾関 では、前段のシンポジウムこのあたりで締めさせてい

ただこうかと思います。ありがとうございます。

第 12 回 建築コンクール 受賞作品
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優秀賞 前田賞

田中賞

岩瀬賞

優秀賞

優秀賞

	 HC3 -Harare Child Care Center-
	 神谷勇机＋石川翔一（1-1 Architects）、
	 東礼華（信州大学大学院）

予定調和のない海外での取組み。現地ではレンガ
がお金に代わる価値を持つ。このお金（＝レンガ）
を積み上げ、資産を蓄積しつつ、様々な場所を実
現しようとしている。

	 木頭の家
	 坂東幸輔・藤野真史・名和研二

建物の歴史から建物を再構成する手法は非常に
健全で、かつデザイン的にも優れていてテクニカ
ルで完成度が高い。

	 彼方、掌の夢、僕らの幻想
	 篠原 健 + 勝部 秋高

個人の心象世界が群れをなす。そんな世界を諦め
たくない。現代の都市に対するアイロニカルな表
現が若々しく共感が持てる。

	 淡路島のＢＢＱテラス
	 奥田晃輔＋堀井達也 + 吉田裕樹 / OHArchitecture

使いづらいんだろうなぁ。でも行ってみたくなる。こだわり
の形にねちっこいこだわりが感じられる。

	 彼方、掌の夢、僕らの幻想
	 篠原 健 + 勝部 秋高

（優秀賞に同じ）

	 PRIMITIVE MAKING
	 中井彬人

自分でモノを作る。この根源的な取組みをプレゼンを含め
完結させている。これが何なのか？という広がりも含めて。
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	 崖のアジトとその横の家
	 鈴木俊彦

思い通りにならないプロセスをたどり壁にぶ
ち当たりながらも、ねちっこく乗り越えていく
設計者の姿が想像できる。

	 ますいす- 玩具と家具のあいだ -
	 LoHA 山田寛 + 大橋量器 大橋博行

建築のリノベーションをし続けていくような時
間の射程が長い作品。年齢に合わせて変化で
きる面白さがある。サブタイトルも面白い。

	 City light
	 大崎拓実

様々なモビリティが開発されていく中で、柔
軟性を持って都市の隙間に入り込んでいくリ
アリティが感じられる。

	 植物の塔
	 成田陽香

乾燥させたクマイササとワラビを乾燥させて塔
状に作り上げたインスタレーション作品。地道
な作業にねちっこさが感じられる。

佳作

あとがき	   （公社）愛知建築士会名古屋北支部長 葛山 稔晃

今回のテーマである「ねちっこい建築」はこれまで以上に難解なテーマであり、審査員の方々も最初はその解釈に戸惑う一面もあり
ましたが、シンポジウムや公開審査を通じて次第に “ねちっこさ”を楽しまれていく様子も見られ、審査員の方々の熱い思いと粘り
強さはまさに “ねちっこさ”そのものであったように思います。
今回応募していただいたのは 61作品。難解なテーマによるものなのか、例年より作品数は少なかったものの、いつも以上に秀逸な
作品が多かったように思います。白熱した審査の中で最優秀賞に選ばれた葛島隆之氏の「Rural House」は、市街化調整区域に建
つ住宅であり、色 と々制約がある中で、諦めずにデザインまで昇華させて建築として完結させた “ねちっこさ”が評価されました。
また、今回は会場内を無観客とし、YouTubeによるライブ配信という新しい試みでシンポジウムや公開審査を行いましたが、大きな
トラブルもなく、コロナ禍での建築コンクールの運営のあり方についても多くの成果を見出すことができました。その一方で公開審査
という独特の臨場感が損なわれてしまうといった課題については次回までに解決していかなければなりません。
最後に、コロナ禍での建築コンクールの開催に際し、変わらずご支援をいただきました協賛企業の方々に厚く御礼を申し上げるとと
もに、長時間にわたりシンポジウムと審査に尽力いただきました３名の審査員の方々に重ねて御礼申し上げます。
また来年の第１３回建築コンクールでお会いしましょう！

物語が無いと続かないですよね。ストーリーがないと…。　  岩瀬 貴己
第 12 回建築コンクールにて審査員を務めていただいたイベントオーガナイザーの岩瀬貴己氏が 2020 年 11 月に
逝去されました。建築コンクールが「森、道、市場」に負けない物語を紡いでいけるよう努力してまいります。
謹んでお悔やみ申し上げますとともに、心からご冥福をお祈りいたします。

後援

愛知県、 名古屋市、 （株）中日新聞社、 （公社）愛知建築士会、 （公社）日本建築士会連合会、

（公社）愛知建築士事務所協会、 （公社）日本建築家協会東海支部愛知地域会、 （株）中部経済新聞社

協賛企業

株式会社確認サービス／ユダ木工株式会社  ／株式会社ワセ田ガス／株式会社加藤設計／
サイタ工業株式会社 中部支社
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「あきらめが悪い」

モノをつくりだす人は、

一度は人から言われているのでは。

答えは、簡単には見つからない。

諦めない姿勢こそ、最良のモノにつながる。


